
神奈川
印刷ニュース 〒２２０−００１１ 横浜市西区高島２−１０−２０

TEL０４５−４４１−４２２３  FAX０４５−４５３−２３８３
編集 ： 総務・組織委員会

神奈川県印刷工業組合

No.184
2013. 夏

Photo：ハルジョオン、ハナムグリ

こうすればCSR認定が取れる
－全印工連CSR認定取得対策講座－

大切な従業員のこころの健康のために
－メンタルヘルス対策支援セミナー－



− 1 −

〒232-0016　横浜市南区宮元町1-21

　労災事故が起こった場合の、企業に及ぼすリスクは年々増大しています。
平成 20年の労働契約法の改正により、企業の安全配慮義務が明文化され、労災
事故の責任の所在について、その立証責任がこれまでは従業員側にあったのが、
企業側に移行したといえます。そこで企業側は、安全配慮義務違反が 100％無
かったということを、証明しなければならなくなりました。
　労災事故の際、政府労災により労働者の死亡・負傷・疾病等に対して保険給
付されますが、被災労働者の全ての損害が補償されるわけではありません。
交通事故で自賠責保険の不足分を自動車保険でカバーするように、労災事故に
対しても政府労災に「上乗せ補償」をプラスすることで、政府労災の不足分を補う
必要があります。
　近年、従業員さん本人やご家族・遺族から、数千万また億単位の高額訴訟が
増加し、過労による脳・心疾患・精神障害等の労災認定も、右肩上がりで増大し
ています。
　今や、労災事故は企業そのものの存続の危機となりうる可能性があります。

　神奈川県印刷工業組合の「総合設備補償制度」は、これらのリスクに対応する
制度です。
大切な従業員を守る為、企業経営の安定の為にも、本制度を是非ご活用下さい。

精神障害等に係る労災請求件数の推移

神奈川県印刷工業組合員オーナーの皆様へ

労災事故の企業リスクについて

厚生労働省「脳・心臓疾患及び精神障害等に係る労災補償状況について」
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杉 山 昌 行

平成 25 年度スタートにあたって

　神奈川県印刷工業組合の組合員の皆様方に
おかれましては、益々ご清栄のこととお慶び
申し上げます。
　第 56 回通常総会も上程させていただきま
した議案ご承認戴き厚く御礼申し上げます。
ただまことに力不足ではありましたが決算数
字が大変きびしいものになってしまったこと
は深く反省をいたしております。しかし組合
員の皆様方は、ぜひ組合活動に積極的にご参
加をいただき組合員各社がますますご発展さ
れるよう微力ながら役員一同精一杯活動させ
ていただきます。
　さて世の中は、平成 24 年末に政権交代が
ありそれまでの民主党がオウンゴールとも思
える動きで自民党第 2 次安倍内閣が動き出
しました。アベノミクスに象徴される「三本
の矢」を背景に株高や超円高修正が進みデフ
レ脱却や経済再生に向けて動き出しておりま
す。しかし経済が真に再生されるのは、三本
の矢である成長戦略が実行され持続的に定着
し展開されなければなりません。一部の企業
だけでは日本全体の再生はありえないと考え
ます。我々印刷業は印刷単価の低下・円安
の影響による資材価格の高騰、受注量の減少
等々さまざまな課題がありこれらを克服して
いかなければなりません。しかしこれらの環
境や他人のことを言い訳にしても変えること

ができません。変えられるのは自ら自身で
す。まず自分の出来ることを考え行動を起こ
すことです。この 20 年間企業として長期に
わたり必死に打開策を打ってきたと思います
が本来あるべき日本の企業の強みをなくして
しまったかもしれません。個人プレーに走り
成果主義一辺倒になり連携が困難となってし
まい視野が狭くなってしまったかもしれませ
ん。自分の職務をファジーにし他のメンバー
との融通や連携・チームワークをなくしてし
まったかと思います。以前には行われていた
旅行や親睦の機会も極端に減り、個々の競争
の中で消耗戦となっています。この戦いにお
いては、持続的競争は生まれないのです。こ
のことを考えるに、やはり組合活動の中でお
互いがスキルアップをし、純粋な競争をする
事が正しいのではないでしょうか。
　本年度当組合としては、年度を通してＢＣ
Ｐ（事業継続計画）、ＣＳＲ（企業の社会的
責任）を施策の中心とし、組合員の皆様にセ
ミナー開催や情報発信を行っていきます。支
部活動の活性化とともに組合活動にぜひ参加
をいただき組合員が共に「共生」での生き残
りをしていきたいと思います。
　最後に今後とも皆様方のご理解とご協力を
切にお願い申しあげるとともに関係各位皆様
方の益々のご繁栄を祈念申しあげます。

神奈川県印刷工業組合理事長
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第 56 回通常総会を開催

　平成 25 年 5 月17 日 ( 金 ) ロイヤルホール・ヨコ

ハマ ( 横浜市中区 ) において、当県工組第 56 回通

常総会が開催され、平成 25 年度事業計画および

収支予算案など諸議案を審議、新年度の事業方針

を打ち出した。

　能條常務理事の司会進行により開会、江森副理

事長の開会のことばに続いて、昨年度の物故組合

員に黙祷を捧げたあと、杉山理事長が挨拶し組合

活動の現況について述べた。続いて矢川顧問を議

長に選出し審議に入る、平成 24 年度事業報告、

収支決算報告、また平成 25 年度事業計画案およ

び収支予算案を原案どおり承認された。

　新年度活動方針について杉山理事長は「政権が

自由民主党に戻り、安倍内閣とその人事配置による

強気の経済・金融政策がとりあえずは目先の円安

株高をもたらしているものの、これが持続的で堅

実な景気回復につながるかどうかの見通しはいま

だ不透明と言わざるを得ず、まして中小企業におけ

る需要低迷の改善や業績反転について楽観できる

材料などは未だどこにも見当たらない状況に変わり

はありません。

　今年度も、地味な努力をさらに少しずつ積み重ね

ていくこととし、二つのテーマ、ＢＣＰ（事業継続

計画）とＣＳＲ（企業の社会的責任）を掲げ、本年

度はその普及拡大を二大事業といたします。

　ＢＣＰにおいては、Ｂシステム・i システムの二つ

のタイプのサービスメニューを用意した当組合デー

タ保全システムを全組合員規模で普及を図ること。

　ＣＳＲにおいては、全印工連が認定制度として体

系化した、コンプライアンス、環境、情報セキュリ

ティ、品質、雇用・労働安全、財務・業績、社会

貢献・地域志向、情報開示・コミュニケーションな

どのＣＳＲ各項目について認定獲得につながる取り

組み推進の普及を図ること。また、情報や各種資

料の提供、研修なども、組合員であることのメリッ

トにより強くつながるべきものであることにさらに

注力して継続し、さらに、組合員の減少傾向に歯

止めをかけるべく、組合員にとって魅力ある組合事

業創出の検討に着手いたします。」と挨拶。

　各委員会ごとに事業計画が提案され、これらの

事業推進のための予算として、30,272,000 円原案

どおり承認された。また賦課金徴収方法について

神奈川県印刷工業組合

本社／東京支店　
〒135-0044　東京都江東区越中島1-1-1 ヤマタネ深川1号館1階
                     TEL： 03-5621-8266   FAX： 03-5621-8379
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も現行どおり承認された。

　議事が終わり、来賓を代表して当組合の平井顧

問が祝辞を述べたあと、上曽副理事長の閉会のこ

とばで総会を無事終了した。

　午後 6 時より 3 階のセレナーデの間にて懇親

パーティーが開催された。ご来賓、関連業界、報

道の方々を交え約 150 名が参加して賑々しく開宴と

なった。

　上曽副理事長の司会で、まず大川副理事長の開

会のことばに続いて杉山理事長の挨拶があり、神

奈川県産業労働局産業・エネルギー部長田代良一

様より祝辞を賜り、引続き当工組の川上彰久前理

事長のご発声により乾杯、祝宴に入った。会場の

あちこちで歓談の輪が広がる中、盛り上がったとこ

ろで、上原副理事長の一本締めでお開きとなった。
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関東甲信越静地区印刷協議会のお知らせ
神奈川県印刷工業組合

　平成 25 年７月５日（金）・６日（土）、山梨県甲府市湯村

にある甲府富士屋ホテルに於いて第 61 回関東甲信越静地区

印刷協議会（以下関ブロ）年次大会が開催されます。この関

ブロは神奈川県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

山梨県、長野県、新潟県、静岡県の 10 県にある各印刷工業

組合が集まり開催されるものです。年次大会では、各工組の

理事長で組織される「理事長会」や業界の各分野（経営革新・

マーケティング、環境・労務、CSR 推進等）のテーマについ

て「分科会」に分かれ、各工組の現状や課題点、今後の対策

等の話し合いが開かれます。その後、「全体会議」があり、分

科会で取りまとめた内容について報告をし、共通の認識を持っ

て、組織力を活性させていくものです。

富
士
の
国
山
梨
で
、

確
認
し
よ
う
印
刷
の
底
力
。

年次大会
ご案内

第 回61

2013年7月5日（金）・6日（土）
会場：甲府富士屋ホテル

主催／関東甲信越静地区印刷協議会　　主管県／山梨県印刷工業組合

　来年の平成 26 年７月４日（金）・５日（土）には、神奈

川県印刷工業組合主催の関東甲信越静地区印刷協議会第 62

回年次大会が開催されます。約１年掛けての開催準備となり、

組合三役、各委員会、各支部の協力が必要となります。開催

と成功に向け、実行委員会が構成され準備も始まっておりま

す。当県での開催時には是非ご参加下さい。
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カラー POD システム
Color C75 Press

高度なプリントニーズに応える
カラー・オンデマンド・パブリッシング・システム

〒 220-0012 横浜市西区みなとみらい 4-4-2 横浜ブルーアベニュー 13 階　☎ 045-681-1101

New !

BCP（データ保全システム）普及説明会の報告

　東日本大震災後に組合事業として動き始めた BCP（データ保全システム）ですが、ベンダー

２社の協力により稼働準備が整いました。組合から賀詞交歓の集いや総会、印刷ニュース等で

BCP の周知がされてきましたが、より組合員に理解と活用を促す為に支部単位で普及説明会を

開催する運びとなりました。

　今回、平成 25 年６月 26 日（水）19 時より上大岡にある港南区民文化センター　ひまわりの

郷にて横浜横須賀支部主催の BCP 普及説明会を開催しました。

　説明会は組合員企業のデータ処理スタッフに参加頂きたく開始時間を 19 時からとし、12 名

の参加者がありました。

　先にベンダーの ( 株 ) アイネットより、「i システム」として、データセンターのロケーション

及び「Cloudstor」（クラウドストアー）のストレージサービス概要等が説明され、質疑応答を含

め約 40 分の時間を要しました。トイレ休憩を挟み、続いてビット・パーク ( 株 ) よりファイル

転送サービスの「おくりん坊 BIZ」及びそれをカスタマイズした「B システム」等について説明

頂き、こちらも質疑応答を含め約 40 分の時間でした。

　どちらのベンダーも組合員企業へ訪問し、説明をしてくれるというスタンスを持っておられ、

現場を見てもらった上で相談や、カスタマイズ検討できる柔軟な姿勢とシステムと感じました。

尚、問い合わせはベンダー各社へ直接連絡して頂くことで問題ないそうです。

　組合員企業はどちらのベンダーを使うのか社員間で検討されるだけでも、データ処理スタッフ

や事務データ保管担当者の危機管理に対する意識がプラスになるのではないかと思います。

　今後は支部単独での開催ではなくなることも予想されますが、今回参加できなかった方は組合

や支部からの発信をキャッチし、是非参加してみて下さい。

横浜横須賀支部　森泉　拓二
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こうすればＣＳＲ認定が取れる
経営革新・マーケティング委員会

委員長　古木　直人

全印工連ＣＳＲ認定取得　第１回 対 策 講 座 の ご案内
－もっとも重要な経営戦略としてのＣＳＲの普及のために－

　Corporate Social Responsibility の日本語として＜企業の社会的責任＞ということばがよく使われるため、どう
かすると、企業態度に関する、自己規制的で、自己犠牲的で、奉仕的で、説教的な話だろうと受け取られがちなの
かもしれませんが、実は、全く違います。
　企業が、何を要請され、何を期待され、何を試され、何によって選別されるのか。
企業が、発注先や依頼先として評価され、信頼され、永続的に成長してゆくために、どのような実績と文化とイメー
ジとアピールポイントが必要なのか。
　これに応えることがＣＳＲへの取り組みであり、企業の生き残りを賭けた経営戦略そのものです。
そして、全印工連が新たに創設したＣＳＲ認定制度において明確化された、認定を取得するための各項目は、その
ための企業活動の具体的な指針であり、具体的なステップなのです。
　全組合員に取り組んでいただきたいこのＣＳＲ、当委員会は、今年度、連続的に対策講座を開設いたします。積
極的にご参加ください。

　１．日　時　平成 25 年７月 17 日（水）18：00 ～ 20：00
　２．会　場　組合会議室　横浜市西区高島２－１０－２０　印刷会館４Ｆ　 TEL　045 － 441 － 4223
　３．講　師　神奈川県印刷工業組合　江森克治副理事長
　４．参加費　お一人さま１，０００円申し受けます。

「メンタルヘルス対策支援セミナー」ご案内
教育・労務委員会
委員長　伊藤　知之

経営者・総務担当幹部の皆さん　“ 大切な従業員のこころの健康のために ”
　時代が長く閉塞感に覆われ、社会がますます複雑化し、人間関係がとかく錯綜しがちな社会状況にあっては、人
の心の健康は、つねに危うい試練にさらされ続けているといっても過言ではないでしょう。
　企業は、心身の健康な従業員に支えられなければ、健康で活発な企業活動を推進することができません。そのた
め、企業には、従業員の健康を維持し増進するためのしくみと環境が不可欠です。
　このたび、長く企業のメンタルヘルス対策に従事してこられたベテラン講師をお招きして、企業経営の立場でど
のような対策が必要かについて講義していただきます。ふるってご参加ください。

　１．日　時　平成 25 年７月 18 日（木）　17：00 ～ 19：00
　２．会　場　組合会議室　横浜市西区高島２－１０－２０　印刷会館４Ｆ　 TEL　045 － 441 － 4223
　３．テーマ　従業員のこころの健康対策を考える
　４．講　師　独立行政法人　労働者健康福祉機構　神奈川県産業保健推進センター
　　　　　　　メンタルヘルス対策支援センター　メンタルヘルス対策推進員　　　保健師　　柳田　勝江　氏
　５．受講料　お一人さま１，０００円申し受けます。
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　神奈川県印刷工業組合組合では組合員企業からのニーズに応えるべく、経営革新・マーケティング委

員会と横浜市立大学 CSR センターが共同運営する「印刷業　情報セキュリティマネジメントシステム」

（PISM）制度を創設致しました。これは P マークや ISO27001 等を取得したが維持や管理に費用及び時

間の負担が大きすぎると感じ、更新や継続が困難になっている。しかし取り組んでいることを何かしらの

形で表現したいという考えに応えようと、維持や取り組み等が比較的簡単な設計となっております。

　今後、申請を出される組合員企業が増えてくるであろうと予想される中、今回先だって２社が合格を認

定されましたのでここに報告致します。

　※認可申請に関しまして詳しくは神奈川県印刷工業組合の下記ホームページをご覧いただくか事務局ま

でお問い合せ下さい。http://www.kanagawapia.or.jp/

神奈川県印刷工業組合　ＰＩＳＭ
情報セキュリティマネージメントシステム　認定企業報告

　　　　下記の２社より評価の申請があり、ＰＩＳＭ評価員による評価を実施したところ、評価員

　　　　から２社とも適合との評価報告書を受領したので、３月１１日にＰＩＳＭ審査委員会を開

　　　　催、審査の結果、合格を認定し、認定証を交付しました。

　　　■ KP24-1       ㈱アクロス（湘南）
　　　　個人情報保護マネージメントシステム　　

　　　　〒２５４－００７３

　　　　平塚市西八幡４－４－１２－Ｆ

　　　　Tel  0463 － 33 － 8180    Fax  0463 － 33 － 8188

　　　■ KP24-2    　㈱協進印刷（横浜北）
　　　　情報セキュリティマネージメントシステム
　　　　〒２２１－０００３

　　　　横浜市神奈川区大口仲町１０８

　　　　Tel  045 － 431 － 6611    Fax  050 － 3730 － 6273

PISMに関するお知らせ



− 10 − − 11 −

　関東圏が梅雨入りしてから間もない６月２日
（日）、毎年恒例となっている横浜中央支部と横浜
横須賀支部合同の第 27 回キス釣り大会が開催さ
れました。この大会はキス５匹以内の総重量で競
う個人戦となっており、毎回豪華な賞品が準備さ
れております。
　7 時 30 分に磯子区八幡橋ヨットハーバー隣の
釣舟店、磯子根岸丸に釣り人 25 名が集合しまし
た。

　８時の出船時は若干肌寒く感じる曇りの天気で
したが、時間が経つにつれ気温は上昇し 10 時頃
には 21 度を超える晴天となりました。あいにく
沖へ出て行くと波風があったとのことで船酔いさ
れた方が数名いらっしゃったようでした。
　午後２時 30 分頃に船が戻ってくるのを出迎え
ると、それぞれの面持ちが大きく違い、自信満々
の顔、楽しかった顔、疲れた顔、そして船酔いし
た青白い顔がありました。
　各人の釣果を計量していると、型が良くとても

美味しそうなキスを何匹も目にしました。
　次回以降は他支部との合同釣り大会を視野に入
れ、獲物や場所、時期を変えての釣り大会を楽し
んで頂けたらと運営で検討しております。
　参加者の皆さんお疲れ様でした。運営の皆さん
有り難うございました。

　成績
　優　勝　上曽貴広　（関東プリンテック）
　準優勝　出口　宏　（藤代印刷所）
　三　位　横山正弘　（関内印刷）

P.S. 杉山理事長また是非ご参加下さい。
横浜中央：中矢
横浜横須賀：森泉

横浜中央支部・横浜横須賀支部合同行事　第 27 回キス釣り大会
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連載第４回
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組
合
員
の
動
き

４月１１日	 常務理事会	 組合事務所	
４月１１日	 三役会	 組合事務所	
４月１１日	 関ブロ 26年横浜大会実行委員会	 組合事務所	
４月１２日	 決算打合せ	 組合事務所	
４月１６日	 期末監査	 組合事務所	
４月１８日	 予決算理事会	 組合事務所	
５月　９日	 三役会	 組合事務所	
５月　９日	 関ブロ 26年横浜大会実行委員会	 組合事務所	
５月１７日	 第５６回通常総会、懇親会	 ロイヤルホールヨコハマ	

平成25年６月30日現在　216社

脱 退 湘北支部 ㈱ニユーアイ 代表取締役社長　久門　新二
横浜中央支部 ㈲田丸印刷所 代表取締役社長　田中　　昂
川崎支部 光和サービス㈱ 代表取締役社長　鈴木　新作

川崎支部　　黒岩　長一　８３歳　平成 25 年５月 28 日　㈲クロイワ　社長　印刷組合顧問
湘南支部　　岡本　弘子　７８歳　平成 25 年６月 25 日　㈱岡本印刷　社長のご母堂

謹んでお悔やみ申し上げます。

代表者変更 横浜北支部 ㈲クロイワ 田賀糸　武 

加 入 湘北支部 ㈱コスモプリント 代表取締役社長　山本　有司
　　　　　　　　 〒 252 － 0331 相模原市南区大野台 4 － 1 － 58
  TEL　０４２－７３０－６５５５

訃 報

住 所 変 更 小田原支部 寿電版㈱ 〒 250 － 0002 小田原市寿町 3 － 2 － 33  2F
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タテ 
（１）いろいろな魚を見れる施設。○○○○○○。
（２）○○・ひったくり・置き引き等にご注意ください。
（３）「精も○○も尽き果てた」
（４）政治家の迷台詞「○○○にございません」「訴追の恐れがあり

ますので」「秘書がやったこと」
（５）「○○に交われば赤くなる」
（６）医学的には「虫垂炎」ですが、一般的には「○○○○○」と

呼びます。
（７）○○⇔横。
（８）「子は○○○○」

ヨコ 
（Ａ）「月見」といえば。○○○と団子。
（Ｂ）「鯉の○○登り」
（Ｃ）絶滅危惧種「○○○○○山猫」
（Ｄ）バットが○○を切る。
（Ｅ）ナス科の落葉低木で、秋に赤い実をつけ、その実はドライフルー

ツや生薬として利用されます。○○。
（Ｆ）先手・後手それぞれ６種類１６個の駒をつかって敵のキング

を追いつめるゲーム。○○○。
（G）サツマイモのこと。○○○○。
（H）海、川、政界など○○○○する。（Ｈ）独立行政法人理化学研

究所　通称○○○
（Ｉ）醤油を使った甘みのあるタレを食材に塗りながら焼く日本料

理の調理法。「○○焼き」

　　　『カギ』の４文字で、言葉を作ろう！

■応募方法締切

下記解答欄４マス及び社名、氏名、連絡先 TEL を記入の上、このページを 2013 年 7 月末日までに神奈川
県印刷工業組合  事務局へ FAX045-453-2383 にてお送り下さい。　（期日を過ぎると抽選対象外となります）
正解者の中から抽選で 10 名様に粗品を進呈いたします。当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
頂きます。

頭の体操 ☆柔軟発想へ Go!!

解答欄□ □ □ □
社　　　名

氏　　　名

連絡先 TEL

ヒント：センセーション
　　　　松田町




